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特 集 市議会ですおじゃまします

国内流通ナメコの由来は山都町で採取された野生株にあった

　福島大学などの研究グループによって、国内で流通しているナメコの起源が、60年前に喜多方市山都
町で採取された野生ナメコの菌に由来することが明らかになりました。かねてからの噂がホントに…。
　国内では年間約２万トンのナメコが流通していますが、その99％が菌床栽培によって生産されており、
研究グループは、国内で流通している菌床ナメコ（50点）の菌について遺伝子解析を実施した結果、菌
床栽培によるナメコは、ほとんどが山都町で採取された ｢Ｆ27株｣ というナメコの菌に由来することが
わかりました。
　ナメコの菌 ｢Ｆ27株｣ は、1962（昭和37）年に福島県林業試験場（現在の福島県林業研
究センター）の職員が山都町で採取したものであり、現在も同センターに冷凍保存されて
いるそうです。

　

今
か
ら
55
年
ほ
ど
前
の
20
歳
の

頃
、
郡
山
で
修
行
し
て
お
り
、
地
元

に
戻
っ
て
、
林
業
経
営
を
志
し
て
い

た
。

　
長
期
的
に
は
杉
（
ス
ギ
）、
中
期

的
に
は
桐
（
キ
リ
）、
そ
し
て
短
期

的
な
栽
培
品
目
と
し
て
キ
ノ
コ
と
い

っ
た
経
営
プ
ラ
ン
か
ら
「
ナ
メ
コ
」

に
た
ど
り
着
い
た
。

　
始
め
た
こ
ろ
は
「
菌
床
栽
培
」
に

よ
り
収
穫
し
た
ナ
メ
コ
を
缶
詰
に
加

｢ナメコのふるさと山都町｣ で
ナメコ生産に取り組む

安
あ べ

部良
よし

信
のぶ

さん宅におじゃましました

工
し
首
都
圏
へ
出
荷
す
る

な
ど
順
調
だ
っ
た
が
、
原

子
力
発
電
所
の
事
故
が
あ

っ
て
か
ら
は
首
都
圏
で
の

売
上
は
期
待
で
き
な
く
な

っ
て
い
っ
た
。

　
現
在
は
「
原
木
栽
培
」

の
み
の
「
生
ナ
メ
コ
」
に

取
り
組
ん
で
お
り
、
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
検
査
を
ク
リ
ア

し
、
道
の
駅
な
ど
に
出
荷

し
て
い
る
。

　
「
原
木
栽
培
」
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

検
査
は
、
生
産
し
た
キ
ノ
コ
の
み
な

ら
ず
植
菌
前
の
原
木
か
ら
ク
リ
ア
し

な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
簡
素
化
で
き
な

い
も
の
か
と
感
じ
て
い
る
。

　
植
菌
し
た
ナ
メ
コ
の
原
木
は
「
動

か
し
て
し
ま
う
と
ナ
メ
コ
が
発
生
し

な
い
」
と
い
っ
た
鉄
則
が
あ
る
が
、

イ
ノ
シ
シ
な
ど
野
生
動
物
に
よ
る

「
原
木
荒
ら
し
」
が
後
を
絶
た
な
い
。

　
獣
害
が
懸
念
さ
れ
る
た
め
「
ほ
だ

場
」
は
道
路
沿
い
に
設
け
る
し
か
な

い
現
状
が
あ
る
。

き
っ
か
け
は

販
売
な
ど
は

課
題
な
ど
は



▲原木ナメコの「ほだ場」

▲安部さんご夫妻

◀
ナ
メ
コ
の
缶
詰
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深
刻
な
獣
害
に
徹
底
し
た
対
策
を

講
じ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
以
前
に
取
り
組
ん
で
い
た
「
菌
床

栽
培
」
や
「
缶
詰
加
工
」
の
設
備
は

保
管
し
て
お
り
、今
後「
Ｉ
タ
ー
ン
」

な
ど
の
人
材
を
期
待
し
て
い
る
。

３
月
～
４
月

　
ほ
だ
木
伐
採
・
植
菌

５
月
～
６
月

　
ほ
だ
場
つ
く
り

７
月
～
９
月

　
草
刈
り
・
水
か
け

10
月
～
12
月

　
収
穫
・
販
売

年
間
を
通
じ
て
栽
培
・
収
穫
・
販
売

ナメコ生産支援事業補助金
補助メニュー 種駒及び菌床購入支援 原木購入支援

補助対象者 市内在住の方で市内においてナメコを生産される方

補助対象経費

⑴原木ナメコの生産に用いる種駒
購入に係る経費

⑵菌床ナメコの生産に用いる菌床
購入に係る経費

原木ナメコの生産に用いる原木の購
入経費
※種駒購入支援と併せて申請する場

合に限る。
※立木で購入する場合も対象。

補助率 補助対象経費の２分の１以内
○補助金上限額　20万円

補助対象経費の２分の１以内
○補助金上限額　25万円

　市では　「ナメコのふるさと喜多方」という新たな魅力を発信することを目的に、本市産
ナメコの生産拡大を目指し、「原木ナメコ」及び「菌床ナメコ」の生産に要する経費の一部
を支援しています。

展
望
な
ど
は

原
木
ナ
メ
コ
の
暦

菌
床
ナ
メ
コ
の
暦

議
会
に
求
め
る
こ
と
は



熱塩加納小学校整備に係る経費
1億2,150万円など補正予算可決

６月６月
定例会定例会

　令和６年第４回６月定例会は、６月６日から６月20日までの15日間の会期で開催され
ました。
　市長提案により承認１件、報告10件、令和６年度補正予算案６件、条例案９件、その
他２件が提出されたほか、請願３件、陳情２件、議会案３件が提出されました。

補正予算の審議・審査において議論された主な事業

令和６年度　６月補正予算
会　　　計 補　正　額 補正後の総額

一 般 会 計 9億2,863万３千円 274億7,463万３千円
特 別 会 計 8,929万８千円 116億2,733万５千円
下 水 道 事 業（ 収 入 ） ▲1,710万９千円 19億6,544万６千円
　　 〃　　（ 支 出 ） ▲2,653万７千円 22億5,135万６千円
水 道 事 業（ 収 入 ） ▲158万８千円 13億3,937万２千円
　　 〃　　（ 支 出 ） ▲369万０千円 19億9,116万３千円

道路改良工事� 2,919万円鳥獣被害対策実施隊
有害鳥獣捕獲報償
� 17万6千円

広葉樹林再生事業業務
委託料� 173万円

体育館管理経費 道路改良事業費鳥獣保護及び
有害鳥獣捕獲経費 林業振興対策経費

押切川公園体育館会議室
空調設備交換工事
� 328万9千円
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職
員
の
不
祥
事
に
対
す
る
懲

戒
の
期
間
を「
６
月
」か
ら「
１

年
」
に
上
限
を
引
き
上
げ
る
改

正
案
が
提
案
さ
れ
た
。

　
　

　
　
改
正
の
根
拠
は
何
か
。
軽

微
な
違
反
で
も
長
期
に
な

れ
ば
辞
職
せ
ざ
る
を
得
な
く
な

る
。
そ
れ
で
は
更
生
に
な
ら
な

い
。

　
　
国
か
ら
懲
戒
の
指
針
が
示

さ
れ
て
お
り
、
国
・
県
で

は
既
に
１
年
に
な
っ
て
い
る
。

県
内
13
市
中
６
市
に
お
い
て
改

正
済
で
あ
る
。

問答 市
職
員
の
懲
戒
の
手
続
き
及
び

市
職
員
の
懲
戒
の
手
続
き
及
び

��

効
果
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

効
果
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　
　

厳
罰
化
と
い
う
事
だ
が
、

一
方
で
運
用
の
厳
格
化
が

求
め
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

他
自
治
体
で
は
酒
気
帯
び
運
転

で
事
故
を
起
こ
し
、
懲
戒
免
職

に
な
っ
た
例
も
あ
る
。
考
え
を

伺
う
。

　
　
処
分
が
甘
い
の
で
は
な
い

か
と
い
う
指
摘
は
受
け
入

れ
る
。
他
自
治
体
を
研
究
し
な

が
ら
厳
格
に
取
り
扱
っ
て
い

く
。 問答

６
月
定
例
会
に
お
け
る
議
案
審
議

６
月
定
例
会
に
お
け
る
議
案
審
議
･･
委
員
会
の
審
査
か
ら

委
員
会
の
審
査
か
ら

【総務常任委員会】

｢｢
ふ
る
さ
と
振
興
株
式
会
社

ふ
る
さ
と
振
興
株
式
会
社｣｣

��
経
営
報
告
に
質
疑
多
数
…
徹
底
審
議

経
営
報
告
に
質
疑
多
数
…
徹
底
審
議

　
喜
多
方
市
ふ
る
さ
と
振
興
株

式
会
社
は
、
公
の
施
設
の
管
理

運
営
及
び
農
産
物
や
特
産
品
を

使
っ
た
商
品
の
開
発
や
販
売
に

努
め
、
喜
多
方
の
地
域
振
興
に

寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

設
立
さ
れ
た「
第
三
セ
ク
タ
ー
」

の
会
社
で
あ
る
。
こ
の
た
び
、

議
会
に
対
し
令
和
５
年
度
の
経

営
状
況
報
告
が
あ
り
、
多
数
の

審
議
が
な
さ
れ
て
了
承
さ
れ

た
。

　
　
コ
ロ
ナ
禍
が
明
け
、
各
施

設
と
も
来
客
数
が
増
え
て

い
る
。
前
年
度
比
28
％
増
、
料

金
収
入
が
20
％
増
と
な
っ
て
い

る
が
、
ど
の
よ
う
な
営
業
を
し

た
の
か
。

　
　
各
施
設
に
お
い
て
、
地
域

と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら

イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
た
。
地
元

芸
術
家
の
作
品
展
示
、
プ
ラ
レ

問答

ー
ル
の
遊
び
場
を
作
っ
て
家
族

客
の
呼
び
込
み
を
図
っ
た
。
飯

豊
と
そ
ば
の
里
セ
ン
タ
ー
で

は
、
関
東
圏
か
ら
修
学
旅
行
の

受
入
れ
を
図
っ
た
。

　
　
市
か
ら
の
指
定
管
理
の
受

託
収
入
が
３
億
３
５
６
４

万
円
と
な
っ
て
い
て
、
前
年
よ

り
２
７
０
０
万
円
増
加
し
て
い

る
が
理
由
は
。

　
　
燃
料
費
を
は
じ
め
、
水
道

光
熱
費
の
大
幅
な
上
昇
、

物
価
高
騰
に
よ
る
材
料
費
の
増

加
、
施
設
の
法
定
点
検
の
委
託

料
が
上
昇
し
た
こ
と
が
主
な
原

因
で
あ
る
。
市
と
の
契
約
に

「
20
％
以
上
の
急
激
な
上
昇
が

あ
っ
た
場
合
は
、
補
填
を
市
に

要
請
で
き
る
」
と
あ
る
の
で
相

談
し
た
。

問答

　
　
現
在
の
指
定
管
理
は
令
和

６
年
ま
で
と
な
っ
て
お

り
、
次
期
に
向
け
た
検
討
は
ど

う
な
っ
て
い
る
か
。

問

　
　
現
在
、
受
託
施
設
も
20
施

設
を
超
え
て
お
り
負
担
と

な
っ
て
い
る
。
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

の
見
直
し
も
含
め
検
討
中
で
あ

る
。 答
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酷
暑
期
に
お
け
る

酷
暑
期
に
お
け
る

��

公
共
施
設
空
調
設
備
の
不
具
合
対
応

公
共
施
設
空
調
設
備
の
不
具
合
対
応

有
害
鳥
獣
の
対
策

有
害
鳥
獣
の
対
策

　
年
々
地
球
温
暖
化
が
進
み
、

昨
今
で
は
地
球
沸
騰
化
と
い
う

言
葉
も
使
わ
れ
て
い
る
。　
　

　
多
く
の
方
が
利
用
す
る
公
共

施
設
で
は
、
会
議
や
体
操
教
室

な
ど
を
行
っ
て
い
る
。　
　
　

　
連
日
熱
中
症
リ
ス
ク
が
高
い

中
で
、
複
数
の
公
共
施
設
に
お

い
て
空
調
設
備
の
修
理
や
交
換

工
事
が
行
わ
れ
て
い
る
。　
　

　
　
押
切
川
公
園
体
育
館
の
２

階
空
調
設
備
交
換
工
事
が

施
工
さ
れ
る
予
定
だ
が
、
使
用

頻
度
が
高
い
施
設
で
あ
る
。
す

で
に
エ
ア
コ
ン
が
必
要
な
時
期

で
あ
る
が
、
工
事
期
間
と
対
応

は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る

か
。

　
　
工
事
は
３
～
４
カ
月
か
か

る
。
ス
ポ
ッ
ト
ク
ー
ラ
ー

や
他
施
設
と
の
利
用
調
整
に
よ

り
進
め
て
い
き
た
い
。

　
　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
お

け
る
ス
ポ
ッ
ト
ク
ー
ラ
ー

の
導
入
台
数
と
目
的
は
。

問答問

　
年
々
、
全
国
的
に
も
農
作
物

の
被
害
だ
け
で
は
な
く
人
的
被

害
が
多
数
出
て
い
る
。　
　
　

　

喜
多
方
市
も
例
外
で
は
な

い
。
捕
獲
頭
数
は
公
表
さ
れ
て

い
る
も
の
の
、
ク
マ
・
イ
ノ
シ

シ
・
サ
ル
な
ど
の
そ
れ
ぞ
れ
の

実
数
把
握
ま
で
は
出
来
て
い
な

い
。　
　

　
　
捕
獲
報
償
費
に
サ
ル
が
追

加
さ
れ
た
が
、
一
頭
あ
た

り
は
い
く
ら
か
。

　
　
も
と
も
と
の
国
の
交
付
金

が
８
０
０
０
円
で
あ
り
、

新
た
に
県
の
補
助
金
が
８
０
０

０
円
追
加
と
な
り
、
合
計
１
万

６
０
０
０
円
と
な
っ
た
。

　
　
行
政
区
で
埋
設
す
る
の
が

大
変
だ
っ
た
と
い
う
声
を

聞
い
て
い
る
。
処
理
方
法
と
協

力
体
制
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て

い
る
か
。

　
　
山
の
中
に
手
掘
り
で
埋
め

る
こ
と
に
な
る
。
処
分
で

き
な
い
場
合
は
、
重
機
代
等
も

問答問答

　
　
昨
年
、
福
祉
セ
ン
タ
ー
の

２
階
の
ク
ー
ラ
ー
の
効
き

が
悪
か
っ
た
。
今
年
に
入
っ
て

も
改
善
さ
れ
な
い
た
め
、
今
回

の
補
正
予
算
で
ス
ポ
ッ
ト
ク
ー

ラ
ー
２
台
を
期
間
限
定
で
リ
ー

ス
契
約
す
る
。

　
　
酷
暑
の
昨
今
、
複
数
の
公

共
施
設
に
対
応
で
き
る
よ

う
に
、
あ
ら
か
じ
め
ス
ポ
ッ
ト

ク
ー
ラ
ー
等
を
当
初
予
算
化
し

て
対
応
す
べ
き
。

　
　
近
年
、
高
齢
福
祉
課
所
管

の
福
祉
施
設
で
は
エ
ア
コ

ン
の
修
理
等
が
多
い
。
30
年
ほ

ど
前
に
同
時
期
に
で
き
た
建
物

が
複
数
あ
る
た
め
、
空
調
設
備

の
大
規
模
な
改
善
も
含
め
て
財

政
課
と
協
議
し
て
い
く
。

答問答

予
算
化
し
て
い
る
。

　
捕
獲
し
た
場
合
は
市
の
担
当

者
が
必
ず
赴
き
、
警
察
も
含
め

各
種
団
体
と
協
力
し
な
が
ら
対

応
し
て
い
る
。

　
　
鳥
獣
被
害
対
策
事
業
補
助

金
の
申
請
数
が
補
助
金
の

額
を
上
回
っ
て
い
る
と
聞
い
た

が
、
補
正
予
算
計
上
の
必
要
性

が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

　
　
電
気
柵
に
つ
い
て
は
キ
ャ

ン
セ
ル
待
ち
の
状
況
。
現

在
は
行
政
区
単
位
で
電
気
柵
の

貸
出
制
度
が
あ
り
、
１
年
間
の

試
用
で
効
果
検
証
し
て
い
た
だ

く
。
効
果
が
あ
れ
ば
、
次
年
度

の
補
助
要
望
を
出
し
て
い
た
だ

く
。

　
　
捕
獲
従
事
者
の
育
成
事
業

に
つ
い
て
要
望
が
多
く
な

れ
ば
補
正
予
算
を
組
ん
で
対
応

し
て
い
く
べ
き
。

　
　
銃
猟
免
許
は
３
年
間
で
２

名
ず
つ
計
６
名
の
計
画
で

進
め
て
い
る
。
わ
な
免
許
の
場

合
で
あ
る
と
、
１
年
で
３
名
と

い
っ
た
対
応
が
可
能
で
あ
り
、

猟
友
会
や
実
施
隊
と
相
談
・
意

見
交
換
し
て
対
応
す
る
。

問答問答
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市
道
豊
川

市
道
豊
川･･

慶
徳
線
の
進
捗

慶
徳
線
の
進
捗

　
市
道
豊
川
・
慶
徳
線
に
関
す

る
道
路
改
良
工
事
で
、
本
線
の

喜
多
方
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
付

近
で
、
ボ
ッ
ク
ス
カ
ル
バ
ー
ト

な
ど
約
80
ｍ
と
既
存
の
市
道
百

目
線
の
側
溝
約
20
ｍ
の
排
水
構

造
物
設
置
を
予
定
し
て
い
る
。

　
　
こ
の
工
事
は
ど
の
く
ら
い

の
期
間
で
終
わ
る
の
か
。

　
　
な
る
べ
く
降
雪
期
前
に
終

わ
り
た
い
。
年
度
内
に
は

工
事
完
了
を
予
定
し
て
い
る
。

　
　
市
道
豊
川
・
慶
徳
線
の
用

地
買
収
は
す
べ
て
終
わ
っ

て
い
る
の
か
。

　
　

１
所
有
者
が
残
っ
て
い

る
。
現
在
、
交
渉
中
で
細

か
い
と
こ
ろ
の
物
件
移
転
の
再

算
定
を
進
め
て
い
る
。
そ
の
算

定
が
で
き
次
第
、
再
度
交
渉
の

予
定
。
契
約
を
締
結
い
た
だ
け

た
ら
物
件
移
転
の
作
業
も
し
て

い
た
だ
き
、
な
る
べ
く
年
度
内

完
了
に
つ
な
げ
て
い
き
、
来
年

度
の
工
事
を
進
め
、
令
和
８
年

問答問答

度
の
全
線
供
用
開
始
に
向
け
て

進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

　
　
市
道
豊
川
・
慶
徳
線
と
市

道
一
ノ
堰
・
喜
多
方
西
線

の
接
続
す
る
交
差
点
一
時
停
止

の
標
識
設
置
は
。

　
　
一
時
停
止
に
つ
い
て
は
公

安
委
員
会
、
警
察
で
設
置

す
る
よ
う
に
な
る
。
道
路
管
理

者
で
あ
る
市
と
し
て
要
望
は
上

げ
て
い
る
。
実
際
、
一
部
供
用

開
始
の
段
階
で
は
、
ま
だ
三
角

の
標
識
と
一
時
停
止
の
線
が
引

か
れ
て
い
な
い
状
況
だ
っ
た
。

事
故
防
止
の
た
め
、「
交
差
点

あ
り
」
の
看
板
は
表
示
し
て
い

た
が
、
再
度
警
察
署
に
確
認
す

る
。 問答

▲市道豊川 ･ 慶徳線

【産業建設常任委員会】

森
林
森
林･･

林
業
の
再
生

林
業
の
再
生

��

広
葉
樹
林
再
生
事
業
の
取
組
方
針

広
葉
樹
林
再
生
事
業
の
取
組
方
針

　
原
発
事
故
に
よ
る
被
災
地
の

森
林
・
林
業
の
再
生
を
図
る
た

め
、
森
林
内
に
お
け
る
放
射
性

物
質
の
実
態
の
把
握
、
ほ
だ
木

等
原
木
林
再
生
の
実
証
等
、
森

林
整
備
の
実
施
に
関
し
て
必
要

な
放
射
線
量
の
概
況
調
査
や
森

林
所
有
者
の
同
意
取
付
け
、
放

射
性
物
質
の
移
動
抑
制
対
策
等

を
実
施
す
る
国
の
事
業
で
あ

る
。

　
　
塩
川
町
金
橋
地
区
で
広
葉

樹
林
再
生
事
業
業
務
委
託

が
実
施
さ
れ
る
が
、
ほ
だ
木
の

場
合
は
何
ベ
ク
レ
ル
ま
で
可
能

か
。

　
　
塩
川
町
金
橋
地
区
で
キ
ノ

コ
の
原
木
と
し
て
広
葉
樹

を
使
用
し
た
い
と
申
し
出
が
あ

り
、
放
射
線
量
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

検
査
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
国

の
指
標
値
50
ベ
ク
レ
ル
に
対

し
、
超
過
し
た
測
定
値
が
検
出

さ
れ
た
。
国
の
広
葉
樹
林
再
生

事
業
に
よ
り
対
応
し
て
い
く
。

問答

　
　
今
後
、
他
地
区
に
お
い
て

広
葉
樹
林
再
生
事
業
が
予

定
さ
れ
て
い
る
か
。

　
　
今
年
度
は
塩
川
町
金
橋
地

区
に
お
い
て
実
施
予
定
で

あ
る
が
、
今
後
に
つ
い
て
は
、

広
葉
樹
林
の
ほ
だ
木
を
生
産
し

て
い
る
地
権
者
の
方
か
ら
依
頼

が
あ
れ
ば
、
県
が
行
う
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
検
査
に
よ
り
、
50
ベ
ク

レ
ル
以
上
あ
れ
ば
広
葉
樹
林
再

生
事
業
に
よ
り
対
応
し
て
い

く
。 問答
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一般質問は、市政全般について市の方針を質すものです。
６月定例会の一般質問は、６月10日から６月13日までの４日間行われ、16名の議員
が登壇し、市民のみなさんの生活に関わる行政全般について質問をしました。
掲載の文面は各議員の自己編集として、質問した項目の中から１項目程度を要約して
おります。（すべての質問項目は、オンデマンド配信でご覧いただけます。また、会期
中はインターネットで中継を配信しています。）

※各議員のＱＲコードをスマートフォンのバーコードリーダーで読み取ると、オンデマンド配信でご覧いただけます。

一 質般 問
喜多方市政のココが知りたい！

齋
藤　
仁
一 

議
員

　
　
喜
多
方
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連

絡
協
議
会
で
は
、
毎

年
、
小
中
学
校
ご
と
に
市

に
対
し
て
予
算
要
望
を
提

出
し
て
い
る
が
、
市
は
ど

う
対
応
し
て
い
る
の
か
。

　
　
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
要
望
内
容

は
、
多
岐
に
わ
た
っ

て
い
る
。
す
べ
て
の
要
望

に
応
え
る
こ
と
は
困
難
だ

が
、
必
要
性
や
緊
急
性
の

観
点
か
ら
要
望
内
容
を
精

査
し
可
能
な
限
り
対
応
し

て
い
る
。

　
　
昨
年
度
の
喜
多
方
市

Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会

の
予
算
要
望
で
は
、
学
校

生
活
支
援
員
の
継
続
雇
用

と
時
間
延
長
、
プ
ー
ル
の

改
修
、ト
イ
レ
の
洋
式
化
、

ス
キ
ー
教
室
の
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
と
交
通
手
段
の

予
算
確
保
、網
戸
の
設
置
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
の
配
置
な

問答問

ど
が
継
続
し
て
要
望
と
し

て
出
さ
れ
て
い
る
が
、
ど

う
応
え
る
の
か
。

　
　
学
校
生
活
支
援
員
に

つ
い
て
は
、
今
年
度

１
名
増
員
を
し
た
。
プ
ー

ル
と
ト
イ
レ
の
改
修
は
計

画
的
に
対
応
し
て
い
る
。

網
戸
の
設
置
費
用
に
つ
い

て
は
約
１
億
円
を
超
え
る

見
込
み
の
た
め
予
算
化
を

見
送
っ
た
。

　
　
網
戸
の
設
置
に
つ
い

て
も
継
続
し
た
要
望

で
あ
る
。
ま
た
、
こ
れ
か

ら
の
季
節
必
要
な
設
備
で

あ
る
。
児
童
生
徒
の
学
校

生
活
に
必
要
な
備
品
や
設

備
は
予
算
化
す
べ
き
と
思

う
が
ど
う
か
。

　
　
児
童
生
徒
の
学
習
に

必
要
な
物
は
整
え
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
考
え
て
い
る
。
そ
の
上

で
、
児
童
生
徒
の
学
習
に

支
障
の
出
る
部
分
を
優
先

し
て
対
応
し
て
い
く
。

答問答

網戸設置は約１億円超の見込みのため予算化を見送った網戸設置は約１億円超の見込みのため予算化を見送った市長市長

ＰＴＡＰＴＡ連絡協議会からの予算要望にどう応えるのか連絡協議会からの予算要望にどう応えるのか
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消防団と協議の上導入に向けて調査研究を図る消防団と協議の上導入に向けて調査研究を図る

後
藤　
誠
司 

議
員

佐
原　
正
秀 

議
員

市長市長

　
　
火
災
や
自
然
災
害
で

は
、
消
防
団
の
初
動

対
応
が
大
き
な
カ
ギ
を
握

る
た
め
、
本
市
で
は
火
災

発
生
後
す
ぐ
に
現
場
へ
向

か
え
る
よ
う
市
民
向
け
の

「
火
災
発
生
メ
ー
ル
」
を

全
消
防
団
員
に
自
動
配
信

し
て
い
る
が
、
個
人
情
報

保
護
の
観
点
か
ら
配
信
メ

ー
ル
に
は
詳
細
な
情
報
は

記
載
で
き
な
い
た
め
、
各

団
員
が
火
災
発
生
場
所
の

詳
細
を
把
握
す
る
に
は
幹

部
団
員
か
ら
の
連
絡
を
待

つ
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　
日
々
の
火
災
対
応
に
留

ま
ら
ず
大
規
模
災
害
の
多

様
化
や
激
甚
化
に
よ
り
中

核
を
担
う
消
防
団
の
役
割

が
ま
す
ま
す
重
要
性
を
帯

び
て
お
り
、
消
防
団
活
動

を
強
化
す
る
動
き
が
各
地

で
広
が
る
中
、
消
防
団
向

け
の
ク
ラ
ウ
ド
シ
ス
テ
ム

問

を
導
入
し
て
情
報
連
携
の

強
化
を
図
る
べ
き
。

　
　
消
防
団
の
機
動
力
や

情
報
連
携
の
強
化
、

消
防
団
員
の
負
荷
軽
減
を

図
る
た
め
、
消
防
団
専
用

の
ク
ラ
ウ
ド
シ
ス
テ
ム
が

開
発
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ

を
実
際
に
採
用
し
て
い
る

消
防
団
も
あ
る
。

　
新
た
な
シ
ス
テ
ム
の
導

入
は
財
源
の
問
題
も
あ
る

が
、
先
進
地
の
状
況
を
調

査
研
究
し
、
消
防
団
活
動

の
強
化
と
消
防
団
員
の
負

荷
軽
減
に
つ
な
が
る
よ
う

消
防
団
と
協
議
し
て
い

く
。 答

　
　
東
部
エ
リ
ア
に
お
け

る
の
る
ー
と
喜
多
方

（
み
ん
べ
ぇ
号
）
の
実
証

運
行
を
踏
ま
え
、
令
和
６

年
10
月
か
ら
山
都
・
高
郷

の
西
部
地
区
へ
も
拡
大
す

る
と
の
こ
と
だ
が
、
導
入

に
よ
り
ど
の
よ
う
に
変
わ

る
の
か
。

　
　
現
在
の
山
都
・
高
郷

地
区
の
運
行
は
、
５

つ
の
コ
ー
ス
を
コ
ー
ス
毎

に
週
３
日
か
ら
５
日
、
１

日
４
便
か
ら
６
便
を
決
め

ら
れ
た
時
間
に
運
行
し
て

い
る
。
予
約
は
、
基
本
的

に
利
用
日
の
前
日
ま
で
に

受
付
セ
ン
タ
ー
へ
電
話
予

約
を
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
の
る
ー
と
喜
多
方
導
入

後
は
、西
部
エ
リ
ア
内（
山

都
・
高
郷
地
区
）
を
週
５

日
、
７
時
か
ら
17
時
ま
で

の
運
行
時
間
内
で
あ
れ

ば
、
利
用
者
が
行
き
た
い

問答

時
間
に
行
き
た
い
場
所
へ

自
由
に
移
動
す
る
こ
と
が

可
能
と
な
る
。
予
約
は
こ

れ
ま
で
の
電
話
予
約
に
加

え
て
、
専
用
の
シ
ス
テ
ム

ア
プ
リ
や
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア
プ

リ
に
よ
り
24
時
間
予
約
を

可
能
と
す
る
予
定
で
あ

る
。

　
　
西
部
エ
リ
ア
拡
大
に

つ
い
て
の
周
知
は
ど

の
よ
う
に
す
る
の
か
。

　
　
９
月
に
は
全
世
帯
に

「
公
共
交
通
総
合
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
」
を
配
布
し

周
知
を
図
る
と
と
も
に
、

山
都
・
高
郷
地
区
に
お
い

て
利
用
方
法
等
の
説
明
会

を
開
催
す
る
予
定
で
あ

る
。 問答

週５日（7時～17時）行きたい場所に自由に移動週５日（7時～17時）行きたい場所に自由に移動市長市長

▲のるーと喜多方（みんべぇ号 )

▲消防団検閲風景

のるーと喜多方のるーと喜多方 山都･高郷地区への拡大は 山都･高郷地区への拡大は

消防団専用のクラウドシステム消防団専用のクラウドシステム導入をどう進める導入をどう進める
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令和８年開催の令和８年開催の｢ふくしまＤＣ｣｢ふくしまＤＣ｣への推進体制はへの推進体制は

遠
藤　
吉
正 

議
員

　
　
有
害
鳥
獣
捕
獲
に
お

い
て
諸
条
件
を
ク
リ

ア
す
れ
ば
、
狩
猟
免
許
を

所
有
し
て
い
な
い
方
で
も

捕
獲
に
補
助
的
に
参
加
で

き
る
制
度
の
講
習
会
の
開

催
予
定
は
。

　
　
有
害
鳥
獣
捕
獲
補
助

者
制
度
を
本
格
的
に

導
入
す
る
た
め
、県
の「
補

助
者
と
な
る
た
め
の
要
件

等
に
関
す
る
事
務
取
扱
要

領
」
に
定
め
る
要
件
を
満

た
す
必
要
が
あ
る
。
現
時

点
で
の
予
定
で
は
講
習
会

を
本
年
８
月
に
は
開
催
す

る
。

　
　
有
害
鳥
獣
に
よ
る
畦

畔
等
の
被
害
に
対
す

る
復
旧
支
援
と
、
電
柵
設

置
補
助
金
の
見
直
し
の
考

え
は
。

　
　
現
状
に
お
い
て
被
害

を
受
け
た
農
地
の
復

問答問答

旧
へ
の
支
援
は
な
い
が
、

多
面
的
機
能
支
払
交
付
金

に
よ
る
活
動
に
取
り
組
ん

で
い
る
地
区
で
は
、
こ
の

交
付
金
を
活
用
し
復
旧
で

き
る
。
電
柵
設
置
補
助
金

は
今
年
度
予
算
が
終
了
し

て
い
る
た
め
、
電
柵
貸
出

制
度
ル
ー
ル
の
見
直
し
を

実
施
し
対
応
す
る
。

　
　
今
後
の
ふ
る
さ
と
納

税
の
更
な
る
向
上
に

つ
い
て

　
　
今
年
度
か
ら
包
括
連

携
協
定
締
結
企
業
で

の
マ
ル
シ
ェ
や
社
員
食
堂

で
の
ラ
ー
メ
ン
提
供
、
首

都
圏
や
関
西
圏
で
の
シ
テ

ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業

を
予
定
し
て
い
る
。
食
を

通
じ
て
本
市
の
魅
力
を
伝

え
Ｐ
Ｒ
を
行
う
。
ま
た
、

ふ
る
さ
と
納
税
の
中
間
事

業
者
の
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー

ザ
ル
を
実
施
し
、
返
礼
品

の
開
発
等
を
行
い
、
新
た

な
寄
附
や
リ
ピ
ー
タ
ー
の

獲
得
に
努
め
る
。

問答

　
　
「
ふ
く
し
ま
Ｄ
Ｃ
」

を
ど
の
よ
う
に
活
用

し
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
の
実
現

を
図
る
の
か
。

　
　
市
民
や
観
光
団
体
等

と
一
体
と
な
っ
て
気

運
の
醸
成
を
図
り
、
地
域

に
眠
る
新
た
な
魅
力
を
発

掘
す
る
と
と
も
に
、
喜
多

方
ラ
ー
メ
ン
や
そ
ば
、
日

本
酒
の
ほ
か
、
日
中
線
し

だ
れ
桜
な
ど
、
既
存
の
観

光
資
源
の
更
な
る
磨
き
上

げ
を
行
い
、
ゆ
っ
く
り
楽

し
み
何
度
も
訪
れ
た
く
な

る
観
光
地
と
な
る
よ
う
観

光
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
に
掲
げ

る
各
種
政
策
に
取
り
組
ん

で
行
く
。

　
　
ど
の
よ
う
な
目
標
を

立
て
て
市
の
独
自
性

で
臨
む
の
か
。

　
　

本
市
の
観
光
需
要

は
、
い
ま
だ
コ
ロ
ナ

禍
前
の
水
準
ま
で
回
復
し

問答問答

て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
令

和
８
年
に
開
催
す
る
「
ふ

く
し
ま
Ｄ
Ｃ
」
を
本
市
の

魅
力
を
全
国
に
発
信
す
る

好
機
と
捉
え
、
期
間
中
の

観
光
入
込
数
に
つ
い
て

は
、
コ
ロ
ナ
禍
前
を
超
え

る
63
万
人
を
目
標
に
取
組

ん
で
行
く
。

　
ま
た
、
地
域
が
一
体
と

な
っ
た
観
光
誘
客
の
拡
大

を
図
る
。

　
　
今
年
か
ら
民
間
や
各

団
体
と
連
携
す
る
と

と
も
に
、
地
域
一
体
の
体

制
で
取
り
組
む
べ
き
で
は

な
い
か
。

　
　
過
去
に
開
催
さ
れ
た

デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ

ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン（
Ｄ
Ｃ
）

に
お
い
て
組
織
さ
れ
た
団

体
や
飲
食
業
、
宿
泊
業
、

観
光
・
物
産
・
商
工
団
体

な
ど
に
参
画
し
て
い
た
だ

き
、
地
域
が
一
体
と
な
っ

た
体
制
を
構
築
し
、
Ｄ
Ｃ

終
了
後
も
継
続
し
て
事
業

を
推
進
し
て
い
け
る
よ
う

取
り
組
ん
で
行
く
。

問答

山
口　
文
章 

議
員

官民一体となった体制の構築と事業の継続を推進する官民一体となった体制の構築と事業の継続を推進する市長市長

鳥獣被害対策鳥獣被害対策には追払い･駆除等あるが市の方向性は？には追払い･駆除等あるが市の方向性は？
３つの対策(生息環境管理･被害防除･個体数管理)に総合的に取り組む３つの対策(生息環境管理･被害防除･個体数管理)に総合的に取り組む市長市長
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ＪＲ磐越西線ＪＲ磐越西線喜多方駅喜多方駅の活性化策はの活性化策は

地域内循環経済確立地域内循環経済確立のため食品産業の振興をのため食品産業の振興を
食品産業育成のため商工業と農業の連携を進める食品産業育成のため商工業と農業の連携を進める

渡
部　
一
樹 

議
員

小
島　
雄
一 

議
員

市長市長

　
　
遠
藤
市
政
２
期
目
後

半
２
年
に
お
い
て
、

最
も
重
視
す
る
政
策
は
何

か
。

　
　
常
に
オ
ー
ル
市
民
で

の
ま
ち
づ
く
り
を
基

本
と
し
な
が
ら
、
市
民
の

声
に
耳
を
傾
け
て
き
た
。

　
市
政
の
最
重
要
課
題
は

人
口
減
少
問
題
で
あ
る
。

本
年
度
は
「
少
子
化
対
策

結
婚
支
援
事
業
」
と
し
て

結
婚
新
生
活
支
援
や
子
育

て
支
援
の
た
め
諸
事
業
に

取
り
組
む
。

　
ま
た
、
定
住
に
結
び
つ

く
持
続
可
能
な
経
済
活
動

の
実
現
を
目
指
す
。

　
　
日
本
で
生
産
さ
れ
る

食
材
は
加
工
さ
れ
て

消
費
者
に
わ
た
る
と
き
に

は
７
～
８
倍
の
価
格
に
な

る
。

　
本
市
に
は
米
や
野
菜
、

問答問

牛
肉
な
ど
全
国
有
数
の
食

材
が
存
在
し
て
い
る
。

　
そ
れ
ら
が
出
荷
さ
れ
る

だ
け
で
な
く
、
地
元
で
加

工
調
整
さ
れ
れ
ば
大
き
な

価
値
を
生
み
出
す
。

　
ま
た
、
ラ
ー
メ
ン
や
日

本
酒
な
ど
も
食
品
産
業
と

し
て
発
展
の
大
き
な
可
能

性
が
あ
る
。考
え
を
伺
う
。

　
　
地
元
産
の
原
材
料
が

用
い
ら
れ
て
食
料
の

生
産
、
加
工
、
販
売
が
行

わ
れ
れ
ば
食
品
の
ブ
ラ
ン

ド
化
、
新
雇
用
の
創
出
、

生
産
者
の
所
得
向
上
な
ど

が
期
待
さ
れ
る
。

　
食
品
産
業
の
育
成
に
向

け
て
農
商
工
の
連
携
を
進

め
、
産
学
官
連
携
に
よ
り

商
品
開
発
等
の
支
援
を
行

う
。 答

　
　
Ｊ
Ｒ
磐
越
西
線
喜
多

方
駅
活
性
化
策
の
基

本
方
針
は
。

　
　

喜
多
方
駅
は
通
勤
、

通
学
、
通
院
等
を
は

じ
め
と
す
る
地
域
住
民
の

利
用
に
加
え
、
多
く
の
観

光
客
に
利
用
さ
れ
て
い

る
。

　
ま
た
、
一
般
社
団
法
人

喜
多
方
観
光
物
産
協
会
や

会
津
喜
多
方
商
工
会
議
所

な
ど
と
連
携
し
、
鉄
道
や

駅
前
の
活
性
化
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

　
さ
ら
に
、
県
や
県
内
市

町
村
等
で
構
成
す
る
県
鉄

道
活
性
化
対
策
協
議
会
や

会
津
総
合
開
発
協
議
会
等

を
通
じ
、
東
日
本
旅
客
鉄

道
株
式
会
社
に
対
し
継
続

的
に
要
望
し
て
い
る
。

　
活
性
化
に
つ
な
が
る
取

組
み
を
継
続
す
る
と
と
も

に
、
駅
の
利
用
状
況
や
要

問答

望
内
容
を
踏
ま
え
た
上

で
、
よ
り
効
果
的
な
活
性

化
策
を
推
進
す
る
。

　
　
パ
ー
ク
ア
ン
ド
ラ
イ

ド
導
入
の
考
え
は
。

　
　
過
去
に
喜
多
方
駅
で

サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ

れ
て
い
た
経
過
が
あ
る
。

磐
越
西
線
を
利
用
さ
れ
る

方
が
駅
周
辺
の
駐
車
場
に

割
安
で
駐
車
可
能
と
な
る

こ
と
で
利
便
性
の
向
上
が

図
ら
れ
、
利
用
促
進
に
つ

な
が
る
。
以
前
よ
り
東
日

本
旅
客
鉄
道
株
式
会
社
に

パ
ー
ク
ア
ン
ド
ラ
イ
ド
導

入
を
提
案
し
て
お
り
、
引

き
続
き
積
極
的
に
働
き
か

け
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

問答

より効果的な活性化策を推進するより効果的な活性化策を推進する市長市長

▲喜多方駅開業120周年セレモニー
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消滅可能性自治体消滅可能性自治体の見解と対応はの見解と対応は

高齢者高齢者の見守りや支援体制はの見守りや支援体制は

人口規模や地域の実情を考慮せず｢消滅｣の概念は疑問人口規模や地域の実情を考慮せず｢消滅｣の概念は疑問

地域、関係機関、民間事業者が連携した支援を継続地域、関係機関、民間事業者が連携した支援を継続

坂
内　
ま
ゆ
み 

議
員

市長市長

市長市長

　
　
消
滅
可
能
性
自
治
体

の
見
解
と
対
応
に
つ

い
て
、
若
年
女
性
人
口
の

動
向
だ
け
に
起
因
す
る
と

決
め
つ
け
る
こ
と
に
よ

り
、
対
応
策
も
過
ち
を
繰

り
返
す
の
で
は
な
い
か
。

　
　
自
治
体
の
人
口
規
模

や
地
域
の
実
情
を
考

慮
せ
ず
に
「
消
滅
」
と
い

う
概
念
を
定
義
す
る
こ
と

に
つ
い
て
は
疑
問
を
感
じ

る
。

　
「
消
滅
」
と
い
う
言
葉

が
与
え
る
印
象
に
よ
っ
て

意
図
せ
ず
若
年
層
が
さ
ら

に
流
出
す
る
可
能
性
も
懸

念
さ
れ
る
。

　
　
円
安
進
行
は
物
価
高

騰
を
生
み
賃
金
上
昇

が
追
い
つ
か
ず
、
市
民
の

台
所
を
直
撃
し
て
い
る
。

大
企
業
へ
の
還
付
金
は
な

ぜ
出
る
の
か
、
制
度
と
仕

組
み
の
説
明
を
求
め
る
。

問答問

　
　
課
税
売
上
額
が
１
０

０
０
万
円
未
満
の
免

税
事
業
者
は
、
仮
に
支
払

っ
た
消
費
税
額
が
多
く
て

も
対
象
に
は
な
ら
な
い
。

大
企
業
の
還
付
金
が
発
生

す
る
仕
組
み
は
、
国
内
取

引
は
消
費
税
の
対
象
と
な

っ
て
い
る
が
、
海
外
で
消

費
さ
れ
る
も
の
に
は
消
費

税
が
課
税
さ
れ
な
い
免
税

取
引
と
し
て
取
り
扱
わ

れ
、
こ
の
免
税
取
引
が
課

税
取
引
よ
り
多
く
な
る
場

合
に
は
消
費
税
が
還
付
さ

れ
る
。

　
　
マ
イ
ナ
ス
金
利
が
解

除
に
な
り
自
治
体
財

政
に
対
す
る
影
響
は
。

　
　
歳
出
面
で
は
、
利
率

の
上
昇
に
よ
り
新
規

に
発
行
す
る
市
債
及
び
変

動
金
利
方
式
で
発
行
し
て

い
る
市
債
の
利
率
見
直
し

に
よ
る
支
払
利
子
の
増
加

が
見
込
ま
れ
る
。
歳
入
面

で
は
、
歳
計
現
金
及
び
基

金
等
で
保
有
す
る
現
金
の

預
金
利
子
の
増
加
が
見
込

ま
れ
る
。

答問答

山
口　
和
男 

議
員

　
　
本
市
に
お
い
て
も
ひ

と
り
暮
ら
し
高
齢
者

は
多
く
、
孤
独
死
や
孤
立

死
を
防
ぐ
た
め
に
も
、
民

生
児
童
委
員
や
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
、
安
全
協

力
員
、
行
政
区
長
な
ど
と

連
携
し
た
見
守
り
や
支
援

が
大
変
重
要
と
考
え
る
が

市
の
見
解
は
。

　
　
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高

齢
者
に
対
し
て
は
、

民
生
児
童
委
員
に
よ
る
見

守
り
や
訪
問
、
新
聞
店
や

宅
配
業
者
な
ど
の
民
間
事

業
者
と
協
定
を
締
結
し
、

高
齢
者
見
守
り
を
お
願
い

し
て
い
る
。

　
ま
た
、
緊
急
シ
ス
テ
ム

事
業
や
配
食
サ
ー
ビ
ス
事

業
、
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢

者
等
安
全
協
力
員
事
業
を

実
施
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
手

段
で
安
否
確
認
を
行
っ
て

い
る
。

問答

　
　
介
護
認
定
を
受
け
た

が
サ
ー
ビ
ス
利
用
に

至
ら
な
か
っ
た
場
合
、
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
訪
問

が
早
期
支
援
へ
つ
な
が
る

も
の
と
考
え
る
が
市
の
見

解
は
。

　
　
未
利
用
者
の
適
切
な

把
握
に
努
め
る
と
と

も
に
、
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
等
と
情
報
を
共
有

し
な
が
ら
対
応
し
て
い

く
。

　
　
介
護
制
度
の
説
明
や

申
請
方
法
が
難
し

く
、
理
解
で
き
な
い
場
合

も
あ
る
。
も
っ
と
市
民
目

線
の
周
知
が
必
要
で
は
と

考
え
る
が
市
の
見
解
は
。

　
　
今
後
も
わ
か
り
や
す

い
丁
寧
な
説
明
に
努

め
て
い
く
。

問答問答
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そばの郷喜多方そばの郷喜多方の持続的な発展には何が必要かの持続的な発展には何が必要か

喜多方西会津線｢小舟寺工区｣喜多方西会津線｢小舟寺工区｣の整備計画はの整備計画は

十
二
村　
秀
孝 

議
員

齋
藤　
勘
一
郎 

議
員

　
　
主
要
地
方
道
喜
多
方

西
会
津
線
「
小
舟
寺

工
区
」
の
本
年
の
整
備
計

画
は
。

　
　
県
で
は
、
全
体
計
画

の
う
ち
整
備
の
優
先

度
が
最
も
高
い
１
・
１
㎞

区
間
の
道
路
詳
細
設
計
を

進
め
る
と
と
も
に
、
用
地

取
得
に
向
け
て
の
測
量
を

実
施
予
定
と
の
こ
と
で
あ

り
、
今
後
も
一
日
で
も
早

い
完
成
が
図
ら
れ
る
よ
う

強
く
要
望
し
て
い
く
。

　
　
今
後
の
日
程
は
ど
の

よ
う
に
な
る
の
か
。

　
　
道
路
詳
細
設
計
を
９

月
に
終
え
、
10
月
以

降
に
地
区
説
明
会
を
開
催

す
る
予
定
と
の
こ
と
で
あ

る
。

　
　

ク
マ
、
イ
ノ
シ
シ
、

サ
ル
の
市
内
生
息
頭

数
は
。

問答問答問

　
　
生
息
調
査
を
行
っ
て

い
な
い
た
め
、ク
マ
、

イ
ノ
シ
シ
は
把
握
で
き
て

い
な
い
。
サ
ル
は
市
内
に

７
群
、
約
３
３
０
頭
と
推

測
し
て
い
る
。

　
　
令
和
元
年
か
ら
５
年

ま
で
の
捕
獲
頭
数
を

集
計
し
て
み
る
と
、
ク
マ

３
５
５
頭
、
イ
ノ
シ
シ
６

３
９
頭
、
サ
ル
１
５
８
頭

で
、
頭
数
、
出
没
地
域
も

拡
大
し
て
い
る
。
特
に
イ

ノ
シ
シ
は
増
え
て
お
り
、

対
策
に
つ
い
て
ど
の
よ
う

に
取
り
組
ん
で
い
く
の

か
。

　
　
実
施
隊
と
連
携
し
て

個
体
数
管
理
を
含
め

被
害
防
止
に
努
め
て
い

く
。

　
　
追
い
上
げ
花
火
の
配

布
に
つ
い
て
、
迅
速

な
対
応
を
す
る
た
め
に
出

没
地
の
区
長
宅
に
事
前
に

配
布
で
き
な
い
か
。

　
　
有
効
な
配
布
方
法
に

つ
い
て
、
今
後
検
討

し
て
い
く
。

答問答問答

　
　
本
市
が
そ
ば
の
郷
と

し
て
持
続
的
に
発
展

し
て
い
く
た
め
に
は
、
ど

の
よ
う
な
取
組
が
必
要
と

考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
地
域
ご
と
に
特
色
あ

る
そ
ば
文
化
が
根
付

い
て
い
る
本
市
に
お
い

て
、
重
要
な
食
文
化
で
あ

る
と
と
も
に
、
観
光
資
源

の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。

　
そ
ば
文
化
を
後
世
に
引

き
継
ぎ
、
そ
の
魅
力
を
市

内
外
に
広
め
て
い
く
た
め

に
は
、
そ
ば
の
収
益
性
の

向
上
を
図
る
取
組
と
併
せ

て
、
そ
ば
関
係
団
体
な
ど

が
安
心
し
て
活
動
で
き
る

支
援
体
制
の
構
築
が
重
要

で
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
。

　
今
後
も
多
く
の
市
民
や

観
光
客
に
本
市
の
そ
ば
の

魅
力
を
再
認
識
し
て
い
た

だ
き
な
が
ら
、
そ
ば
の
郷

問答

喜
多
方
創
造
会
議
を
は
じ

め
と
す
る
関
係
団
体
と
の

連
携
の
下
、
持
続
的
な
発

展
を
目
指
し
、
そ
ば
の
振

興
に
努
め
る
。

　
　
空
き
家
対
策
の
一
つ

と
し
て
、
他
市
の
事

例
の
よ
う
な
逆
転
の
発
想

で
「
さ
か
さ
ま
バ
ン
ク
」

の
よ
う
に
空
き
家
を
探
し

て
い
る
希
望
者
情
報
を
公

開
し
、
空
き
家
所
有
者
か

ら
提
案
し
て
も
ら
う
取
組

を
本
市
へ
導
入
で
き
な
い

か
。

　
　
こ
の
取
組
は
、
こ
れ

ま
で
空
き
家
の
売
買

に
躊
躇
し
て
い
た
方
の
売

る
き
っ
か
け
作
り
に
な

り
、
空
き
家
の
流
通
に
つ

な
が
っ
て
い
く
も
の
と
考

え
て
い
る
。
今
後
、
メ
リ

ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
を
調

査
し
、
空
き
家
対
策
協
議

会
等
で
意
見
を
伺
い
な
が

ら
取
組
に
つ
い
て
考
え
た

い
。 問答

10月以降に地区説明会を開催する予定10月以降に地区説明会を開催する予定市長市長

そばの収益性の向上を図る取組と支援体制を構築するそばの収益性の向上を図る取組と支援体制を構築する市長市長
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定期接種化などの方向性が国により示された後に検討定期接種化などの方向性が国により示された後に検討市長市長

帯状疱疹ワクチン帯状疱疹ワクチン接種への助成をすべき接種への助成をすべき

田
中　
修
身 

議
員

３歳未満児の保育料３歳未満児の保育料の無償化を実施すべきの無償化を実施すべき

　
　
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン

接
種
へ
の
助
成
に
つ

い
て
検
討
さ
れ
た
の
か
。

　
　
国
の
厚
生
科
学
審
議

会
で
は
、
ワ
ク
チ
ン

接
種
に
よ
り
重
症
化
リ
ス

ク
及
び
合
併
症
の
軽
減
効

果
が
あ
る
と
さ
れ
た
も
の

の
、
定
期
接
種
化
に
向
け

て
は
、期
待
さ
れ
る
効
果
、

導
入
年
齢
や
効
果
の
持
続

期
間
な
ど
に
留
意
が
必
要

で
あ
る
と
し
て
引
き
続
き

検
討
が
さ
れ
て
い
る
。

　
市
と
し
て
は
、
定
期
接

種
化
な
ど
の
方
向
性
が
国

に
よ
り
示
さ
れ
た
後
、
ワ

ク
チ
ン
接
種
の
支
援
制
度

に
つ
い
て
検
討
を
行
い
た

い
。
今
後
も
国
の
動
向
を

注
視
し
て
い
く
。

　
　
自
転
車
用
ヘ
ル
メ
ッ

ト
購
入
費
の
一
部
を

助
成
す
べ
き
。

問答問

　
　
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用

は
、
命
を
守
る
た
め

大
変
有
効
で
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
。
購
入
費
の
助

成
に
つ
い
て
は
、
県
内
他

自
治
体
の
実
施
状
況
な
ど

を
踏
ま
え
、
対
象
者
の
範

囲
を
ど
の
よ
う
に
す
る
の

か
な
ど
、
需
要
の
有
無
に

つ
い
て
調
査
研
究
し
て
い

く
。

　
　
災
害
に
強
い
ま
ち
づ

く
り
を
築
く
た
め
に

は
、
防
災
に
対
す
る
知
識

や
技
能
を
持
つ
「
地
域
の

防
災
リ
ー
ダ
ー
」
で
あ
る

防
災
士
の
役
割
が
と
て
も

重
要
で
あ
る
が
、
資
格
を

取
得
す
る
に
は
費
用
が
高

い
た
め
、
防
災
士
資
格
取

得
費
用
の
一
部
を
助
成
す

べ
き
。

　
　
県
の
事
業
実
施
状
況

を
踏
ま
え
、
検
討
し

て
い
く
。

答問答

　
　
市
内
保
育
所
等
の
保

育
料
に
お
け
る
３
歳

未
満
児
の
子
ど
も
の
利
用

者
負
担
額
の
令
和
５
年
度

の
総
額
は
い
く
ら
か
。

　
　
公
立
は
１
８
０
０
万

円
、
認
可
保
育
所
は

６
５
０
０
万
円
、小
規
模・

事
業
所
内
保
育
施
設
は
３

３
０
０
万
円
で
、
合
計
１

億
１
６
０
０
万
円
。

　
　
少
子
化
対
策
並
び
に

子
育
て
世
代
へ
の
支

援
策
と
し
て
、
市
独
自
に

３
歳
未
満
児
の
子
ど
も
の

保
育
料
の
無
償
化
を
実
施

す
べ
き
と
考
え
る
が
。

　
　
国
の
基
準
よ
り
も
低

い
水
準
で
保
育
料
を

設
定
し
て
い
る
。
ま
た
、

市
独
自
に
第
３
子
に
係
る

保
育
料
の
負
担
軽
減
を
図

る
た
め
、
県
の
補
助
事
業

問答問答

に
年
間
約
５
０
０
万
円
を

上
乗
せ
し
、
合
計
約
１
０

０
０
万
円
の
補
助
を
行
っ

て
い
る
。

　
さ
ら
な
る
無
償
化
の
実

施
に
つ
い
て
は
、
市
で
実

施
し
て
い
る
各
種
事
業
の

効
果
を
検
証
し
、
よ
り
効

果
的
な
少
子
化
対
策
や
子

育
て
支
援
を
検
討
し
て
い

く
。

　
　
県
内
で
は
、
南
相
馬

市
、
大
玉
村
、
天
栄

村
な
ど
19
市
町
村
に
広
が

っ
て
い
る
。
う
ち
会
津
で

は
、
只
見
町
、
柳
津
町
、

三
島
町
、
金
山
町
、
昭
和

村
、
西
会
津
町
の
６
町
村

が
実
施
し
て
い
る
。

　
段
階
的
に
で
も
保
育
料

の
無
償
化
を
実
施
す
べ
き

で
は
。

　
　
段
階
的
に
で
も
市
独

自
で
無
償
化
を
実
施

す
る
の
は
厳
し
い
と
考
え

て
い
る
。

問答

菊
地　
と
も
子 

議
員

各種事業を検証し効果的な子育て支援を検討各種事業を検証し効果的な子育て支援を検討市長市長

14市議会だより 喜多方　第58号

一

般

質

問



　
　

空
き
家
に
つ
い
て

は
、
老
朽
化
す
れ
ば

す
る
ほ
ど
そ
の
影
響
が
深

刻
に
な
る
た
め
、
対
策
は

前
段
の
取
り
組
み
が
大
切

と
考
え
る
が
。

　
　

空
き
家
の
適
正
管

理
、
利
活
用
は
空
き

家
に
な
る
前
の
検
討
が
重

要
と
考
え
て
い
る
。

　
　
相
続
人
等
に
対
し
て

地
域
の
方
々
が
情
報

を
提
供
し
、
今
後
の
あ
り

方
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て

問
題
を
先
送
り
さ
せ
な
い

こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
専

門
員
を
養
成
、
委
嘱
し
、

行
政
区
長
な
ど
と
も
連
携

し
て
進
め
て
は
。

　
　
地
域
の
実
情
を
把
握

し
た
専
門
員
が
周
知

活
動
等
を
行
う
こ
と
は
大

変
有
効
だ
が
、
知
識
の
習

得
方
法
や
人
員
の
確
保
な

問答問答

ど
検
討
を
要
す
る
点
も
あ

る
。

　
昨
年
12
月
「
空
家
等
管

理
活
用
支
援
法
人
制
度
」

が
創
設
さ
れ
た
。
こ
れ
は

市
町
村
が
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
等

を
指
定
し
、
そ
の
法
人
が

空
き
家
等
の
管
理
・
活
用

に
関
す
る
相
談
や
情
報
提

供
、
普
及
啓
発
な
ど
の
業

務
を
行
う
も
の
で
あ
り
、

今
後
、
こ
の
法
人
の
指
定

に
つ
い
て
検
討
し
て
い

く
。

　
　
空
き
家
は
今
後
ま
す

ま
す
増
え
、
地
域
の

課
題
と
な
る
。
法
人
任
せ

と
な
る
の
で
は
。

　
　
法
人
は
、
市
の
業
務

を
補
完
す
る
も
の
で

あ
り
、
業
務
に
際
し
て
は

地
元
行
政
区
長
と
も
連
携

を
図
り
な
が
ら
行
う
た

め
、
有
効
な
制
度
と
考
え

る
。 問答

空き家対策専門員空き家対策専門員を養成し対策強化をを養成し対策強化を

高
畑　
孝
一 

議
員

郷土民俗資料館郷土民俗資料館のカイギュウランド集約撤回をのカイギュウランド集約撤回を

矢
吹　
哲
哉 

議
員

　
　
郷
土
民
俗
館
等
運
営

委
員
会
で
は
、
昨
年

12
月
ま
で
は
、
旧
喜
多
方

東
高
校
跡
地
を
総
意
と
し

て
い
た
が
、
今
年
２
月
の

教
育
委
員
会
の
会
議
で
カ

イ
ギ
ュ
ウ
ラ
ン
ド
と
提
案

し
た
。
こ
の
会
議
録
を
資

料
請
求
し
た
が
、
会
議
録

は
非
公
開
で
あ
る
。
な
ぜ

非
公
開
の
ま
ま
な
の
か
。

　
　
非
公
開
案
件
は
議
事

録
を
作
成
し
て
い
な

い
た
め
公
開
で
き
な
い
。

　
　
総
合
教
育
会
議
を
開

催
し
て
い
る
。
市
長

は
、
こ
の
案
に
つ
い
て
、

な
ぜ
了
承
し
た
の
か
。

　
　
教
育
委
員
会
の
会
議

で
審
議
さ
れ
、
そ
の

結
果
を
踏
ま
え
た
も
の
。

　
　
市
民
が
全
く
わ
か
ら

な
い
中
で
案
を
決
め

て
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
を
行
い
、
３
月
の
教
育

問答問答問

委
員
会
の
会
議
で
決
定
し

た
。
市
民
無
視
で
あ
る
。

広
く
市
民
・
専
門
家
を
交

え
審
議
す
べ
き
で
あ
る
。

郷
土
民
俗
資
料
は
市
民
の

宝
で
あ
る
。
ど
の
よ
う
に

す
る
の
か
十
分
に
市
民
の

意
見
を
聞
く
べ
き
で
あ
る
。

　
　
郷
土
民
俗
館
等
運
営

委
員
会
、
教
育
委
員

会
の
会
議
等
で
議
論
を
重

ね
て
方
針
を
示
し
た
。

　
　
今
年
、
博
物
館
を
開

館
し
た
石
川
町
で

は
、
審
議
会
を
設
置
し
て

か
ら
３
～
４
年
か
け
て
合

意
形
成
を
し
て
お
り
、
本

市
で
も
そ
う
す
べ
き
で
あ

る
。
旧
喜
多
方
東
高
校
跡

地
へ
の
設
置
を
求
め
る
市

民
の
声
は
強
く
あ
り
、
決

定
は
撤
回
し
、
旧
喜
多
方

東
高
校
跡
地
も
含
め
、
市

民
参
加
で
検
討
し
て
い
く

こ
と
を
求
め
る
。

　
　
決
ま
っ
た
と
の
認
識

で
は
な
い
。
今
後
、

市
民
の
み
な
さ
ん
の
意
見

を
聞
き
、
合
意
形
成
を
図

っ
て
進
め
て
い
く
。

答問答

市民の意見を聞き合意形成しながら進めていく市民の意見を聞き合意形成しながら進めていく市長市長

NＰO法人による相談･情報提供支援制度を検討NＰO法人による相談･情報提供支援制度を検討市長市長

令
和
５
年
12
月
末
現
在

空
き
家
総
件
数
１
８
２
９
件

対
策
急
務
で
す
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行財政改革に取り組みながら財政健全化を進めていく行財政改革に取り組みながら財政健全化を進めていく市長市長

財政規模財政規模を身の丈に合った予算編成にすべきを身の丈に合った予算編成にすべき

　
　
行
財
政
改
革
で
財
源

を
捻
出
し
、
財
政
規

模
を
身
の
丈
に
合
っ
た
予

算
編
成
に
す
べ
き
。

　
　
少
子
高
齢
化
・
人
口

減
少
、
物
価
高
騰
な

ど
に
加
え
、
カ
ー
ボ
ン
ニ

ュ
ー
ト
ラ
ル
な
ど
、
多
様

化
・
複
雑
化
す
る
行
政
ニ

ー
ズ
へ
対
応
す
る
た
め
、

行
財
政
改
革
に
取
り
組
み

な
が
ら
財
政
健
全
化
の
取

組
を
進
め
て
い
く
。

　
　
中
長
期
的
な
政
策
推

進
の
た
め
に
積
立
を

行
っ
て
い
る
基
金
に
終
期

を
設
定
し
財
源
の
有
効
活

用
を
図
る
べ
き
。

　
　
本
市
の
33
基
金
に
終

期
を
設
定
し
た
も
の

は
な
い
。
基
金
の
設
置
目

的
が
達
成
さ
れ
た
場
合
は

廃
止
す
る
。

　
　
予
算
に
占
め
る
人
件

費
率
が
県
内
13
市
で

問答問答問

一
番
高
い
現
状
は
改
善
さ

れ
た
の
か
。

　
　
均
衡
あ
る
発
展
の
た

め
、
総
合
支
所
方
式

に
よ
り
地
域
振
興
を
図
っ

て
い
る
な
ど
、
多
く
の
職

員
を
配
置
し
取
り
組
ん
で

い
る
た
め
、
一
概
に
他
市

と
の
比
較
は
で
き
な
い
。

効
率
・
効
果
的
な
組
織
体

制
の
構
築
と
適
正
な
職
員

配
置
に
よ
り
人
件
費
の
抑

制
に
努
め
て
い
く
。

　
　
市
内
総
生
産
額
が
県

内
13
市
で
低
い
状
況

を
ど
の
よ
う
に
是
正
す
る

の
か
。

　
　
本
市
の
市
内
総
生
産

額
は
県
内
13
市
の
う

ち
12
位
で
あ
る
。
新
た
な

雇
用
創
出
、
農
林
商
工
業

の
生
産
性
・
収
益
性
を
高

め
る
た
め
の
支
援
、移
住・

定
住
の
促
進
な
ど
を
通
し

て
企
業
誘
致
や
既
存
産
業

の
振
興
を
図
り
、
生
産
拡

大
や
所
得
の
向
上
に
つ
な

げ
て
い
き
た
い
。

答問答

五
十
嵐　
吉
也 

議
員

請願・陳情

請　願　名 趣　　　旨 委員会
（採択結果）

本会議
（賛成：反対）提出者（敬称略）

請願第６
国の「被災児童生徒就学支援等事業」の継続と、
被災児童生徒の十分な就学支援を求める意見書
提出の請願

東日本大震災によって経済的に困窮している家庭の子供たちの就
学・修学を保障するため、令和７年度以降も全額国庫で支援する

「被災児童生徒就学支援等事業」の継続と、十分な就学支援に必
要な予算確保を行うこと。

文教厚生
常任委員会

採択
（21：0）

福島県教職員組合 
中央執行委員長 瀬戸 禎子外１名 採択

請願第７
国に対し学校給食費無償化を実施することを求め
る意見書提出の請願 国として学校給食費無償化を実施すること。

文教厚生
常任委員会 採択

（21：0）新日本婦人の会喜多方支部 
支部長 辺見 律子 採択

請願第８
県に対し学校給食費無償化を実施することを求め
る意見書提出の請願 県として学校給食費無償化を実施すること。

文教厚生
常任委員会 採択

（21：0）新日本婦人の会喜多方支部 
支部長 辺見 律子 採択

陳情第４
不登校児童生徒に対する教職員の意識向上に関
する陳情

１ 教職員が原因となる不登校者がいなくなるよう、市教育委員会
や教育現場監督者は、教職員に対して定期的な啓蒙啓発活動を
行うこと。

２ 教職員が原因となった不登校があった場合、学校側は児童また
は生徒等に対して懇切丁寧に説明するとともに、できる限り早
期の和解や解決となるよう努力を惜しまないこと。

文教厚生
常任委員会 趣旨採択

（21：0）
福田 一成 趣旨採択

陳情第５
ガザ地区の即時停戦のための積極的外交を政府
に要求する意見書の提出を求める陳情 政府は、ガザ地区の即時停戦のための積極的外交を行うこと。

総務
常任委員会 趣旨採択

（21：0）
堀越 里沙 趣旨採択

次のとおり審査されました。
採択された請願や陳情は、市議会の意向を意見書等にまとめ、市当局や関係機関へ、
その実現を要望します。（各意見書はホームページでご覧いただけます）
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討論とは、議題となっている案件について、
表決の前に賛成・反対の意見を表明することをいいます。討論

議案第51号　令和６年度喜多方市一般会計補正予算
（第１号）
反対討論
　子どもが少なくなったから学校を統廃合するのでは
なく、若者が残れるような施策を取る必要がある。そ
の必要条件として小さくても学校があることが大切。
　今回の補正予算には小中学校適正規模適正配置事
業費として、熱塩小と加納小の統廃合に関する予算
が計上されている。よって本補正予算には反対。
賛成討論
　市民税の定額減税と合わせ、国の物価高騰対応重
点支援地方創生臨時交付金の事業として、物価高騰
の大きな影響を受けている市民生活を支えるととも
に、少子高齢化や人口減少等の本市が抱える構造的
な問題への対応を盛り込んだ予算である。よって本
補正予算に賛成。

議案第52号　令和６年度喜多方市国民健康保険事業
特別会計補正予算（第１号）
反対討論
　基金積立と予備費を合わせて9,154万２千円を増額
している。もし改定しないとすれば4,800万円の減額
になるが、それでも4,355万２千円の増額になる。
　また、国は市町村が独自に支援する法定外繰り入
れをすれば、ペナルティーを課す。市町村の住民生活
の安定・向上のため独自の施策を行うことは、憲法
で保障された地方自治の本来の役割である。今なす
べきことは、国保制度を社会保障として国が1兆円の
財政投入を行うこと。よって本補正予算には反対。
賛成討論
　今回の税率改定においては、赤字が見込まれる分
の増額であること、財政調整基金に積み立てる繰入
金を新たに計上し、被保険者の負担の軽減を図って
いること、低所得者に配慮し応益割の負担割合もで
きる限り最小限の増に抑えている改定である。
　また、令和11年度の県内統一税率に向けて段階的
に改定を行うことが望ましく、後に急激な税の値上
げを避ける観点からも今回の改定は必要。よって、
本補正予算に賛成。

議案第56号　喜多方市職員の懲戒の手続及び効果
に関する条例の一部を改正する条例
反対討論
　平成28年3月市議会は、当時の相次いだ職員の不
祥事を重く受け止め、「職員の綱紀粛正と公務員倫理
の徹底を求める決議」を全会一致で決議している。
この時は、厳罰化は求めず職員教育に万全を期すよ
う求めている。ケーススタディを通して、職員教育に
あたるべき。
　また、無給での生活が1年間続くということになり、
重すぎる処分である。よって本条例には反対。

賛成討論
　本条例における減給及び停職に係る期間の上限の
引き上げは、職員の綱紀粛正を図るものであり、ま
た国や福島県の規定に準拠する改正は妥当である。
よって、本条例には賛成。
　現在、非公表となっている職員の懲戒処分の基準
については、早期の公表が必要と考える。早急に検
討ひいては実施するよう要望。

議案第58号　喜多方市国民健康保険税条例の一部
を改正する条例
反対討論
　議案第52号の反対討論と同趣旨の理由。よって本
条例には反対。
賛成討論
　議案第52号の賛成討論と同趣旨の理由。よって本
条例に賛成。
賛成討論
　5,000万円の積み立ては安定化をさせるためであっ
て、今年度は、補填に充てることはできない。令和6
年度に使うと国からペナルティーがくる。
　4,000万円の予備費は、不測の時に充当するという
ことである。確かに厳しい国保財政ではあるが、それ
らの大変な時に備えておくというのも当局の役目であ
る。よって本条例に賛成。

議案第59号　喜多方市消防団の定員、任免、服務
及び給与等に関する条例の一部を改正する条例
反対討論
　消防という特殊な職業であることを考えたときに、
消防業務への影響や1年もの空白期間の後で、果たし
て職場復帰が出来るのかなど多くの懸念がある。む
しろ強化すべきは犯罪や不祥事が発生しない職場環
境や人間関係の構築等に力を注ぐべき。よって本条
例には反対。
賛成討論
　停職に係る期間の上限の引き上げは、団員の綱紀
粛正を図るものであり、市職員の規定に準拠する改
正は妥当であると判断する。よって本条例に賛成。

議案第64号　喜多方市立小学校及び中学校条例の
一部を改正する条例
反対討論
　学校の統廃合には反対である。議案第51号の反対
討論と同趣旨の理由。よって本条例には反対。
賛成討論
　喜多方市立小中学校適正規模適正配置第1次実施
計画によるものであり、計画に基づいて進めるために
も本条例の改正は必要である。また「熱塩加納地区
小学校の早期の統合実施に関する請願」を議会で採
択した経過もある。よって本条例に賛成。

17 市議会だより 喜多方　第58号

請
願
・
陳
情



7 月 26 日・27 日の 2 日間にわたり、22 名の議員（所用のため１名欠席）が 3 班に分かれて市内
6会場で開催しました。多くの市民のみなさまに参加をいただきありがとうございました。
内容につきましては市議会ホームページなどにより改めてお知らせいたします。

市民と議会の意見交換会

総務常任委員会 「これからの地域課題解決について」
文教厚生常任委員会 「カーボンニュートラル」「子育て･教育問題」
産業建設常任委員会 「喜多方市オーガニックビレッジ宣言について」
   「喜多方ラーメン課･そば課に期待すること」

テ
ー
マ

熱塩加納公民館
市役所本庁舎

塩川公民館 高郷公民館アイデミきたかた

山都保健センター

意見が分かれたもの等

議員名

議案等名

議決結果
（議決年月日等）

反
対：

賛
成

1
渡
部　
忠
寛

2
田
中　
修
身

3
坂
内
ま
ゆ
み

4
高
畑　
孝
一

5
山
口　
文
章

6
十
二
村
秀
孝

7
遠
藤　
吉
正

８
菊
地
と
も
子

9
小
島　
雄
一

10
矢
吹　
哲
哉

11
上
野
利
一
郎

12
渡
部　
一
樹

13
後
藤　
誠
司

14
五
十
嵐
吉
也

15
齋
藤
勘
一
郎

16
佐
藤　
忠
孝

17
伊
藤　
弘
明

18
渡
部　
勇
一

19
佐
原　
正
秀

20
齋
藤　
仁
一

21
山
口　
和
男

反
対
討
論

賛
成
討
論

議　案
第51号

令和６年度喜多方市一般
会計補正予算（第１号）

原案可決
(令和６年６月20日) 17：4 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● ● 〇 〇 田中

修身
山口
文章

議　案
第52号

令和６年度喜多方市国民
健康保険事業特別会計補
正予算（第１号）

原案可決
(令和６年６月20日) 18：3 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 矢吹

哲哉
渡部
忠寛

議　案
第56号

喜多方市職員の懲戒の手
続及び効果に関する条例
の一部を改正する条例

原案可決
(令和６年６月20日) 17：4 〇 ● 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 齋藤

仁一
渡部
一樹

議　案
第58号

喜多方市国民健康保険税
条例の一部を改正する条
例

原案可決
(令和６年６月20日) 18：3 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 矢吹

哲哉

渡部
忠寛
山口
和男

議　案
第59号

喜多方市消防団員の定
員、任免、服務及び給与等
に関する条例の一部を改
正する条例

原案可決
(令和６年６月20日) 16：5 〇 ● 〇 ● ● 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 高畑

孝一
坂内
まゆみ

議　案
第64号

喜多方市立小学校及び中
学校条例の一部を改正す
る条例

原案可決
(令和６年６月20日) 18：3 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 田中

修身
坂内
まゆみ

○は賛成、●は反対、ーは欠席、議長（小林時夫）は採決に加わらない。

６月定例会審議結果

採決で賛否が分かれたものについては下記のとおりです。これ以外の案件などは、全会一致で可決されました。
全ての議案名と結果は喜多方市議会ホームページでご覧ください。

議　員　表　彰議　員　表　彰
令和６年５月22日に開催された第100回全国市議会議長会定期総会において、

永年にわたり市議会議員を務めた議員に対して、全国市議会議長会長より表彰が
ありました。

６月定例会開会日の６月６日に議長から受賞議員へ表彰状が伝達されました。

山口 和男 議員（45年表彰）

齋藤 仁一 議員（25年表彰）

佐藤 忠孝 議員（25年表彰）

後藤 誠司 議員（15年表彰）

※左から佐藤 忠孝 議員・山口 和男 議員・齋藤 仁一 議員・後藤 誠司 議員
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7 月 26 日・27 日の 2 日間にわたり、22 名の議員（所用のため１名欠席）が 3 班に分かれて市内
6会場で開催しました。多くの市民のみなさまに参加をいただきありがとうございました。
内容につきましては市議会ホームページなどにより改めてお知らせいたします。

市民と議会の意見交換会

総務常任委員会 「これからの地域課題解決について」
文教厚生常任委員会 「カーボンニュートラル」「子育て･教育問題」
産業建設常任委員会 「喜多方市オーガニックビレッジ宣言について」
   「喜多方ラーメン課･そば課に期待すること」

テ
ー
マ

熱塩加納公民館
市役所本庁舎

塩川公民館 高郷公民館アイデミきたかた

山都保健センター

総
務
常
任
委
員
会

６
月
24
・
25
・
26
日

【
岩
手
県
滝
沢
市
】

ビ
ッ
グ
ル
ー
フ
滝
沢
／
住
民
自
治
日

本
一
の
取
組

【
岩
手
県
紫
波
町
】

オ
ガ
ー
ル
の
取
組

【
秋
田
県
鹿
角
市
】

鹿
角
市
政
策
研
究
所
に
よ
る
地
域
経

済
構
造
の
分
析
及
び
政
策
・
施
策
へ

の
反
映
の
取
組

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

７
月
３
・
４
・
５
日

【
福
岡
県
大
野
城
市
】

防
災
・
減
災
の
取
組

【
福
岡
県
大
牟
田
市
】

防
災
・
減
災
の
取
組

【
福
岡
県
福
岡
市
】

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
の
実
現
に
向

け
た
取
組

産
業
建
設
常
任
委
員
会

７
月
10
・
11
・
12
日

【
北
海
道
北
広
島
市
】

北
海
道
ボ
ー
ル
パ
ー
ク
Ｆ
ビ
レ
ッ
ジ

／
農
業
学
習
施
設
Ｋ
Ｕ
Ｂ
Ｏ
Ｔ
Ａ　

Ａ
Ｇ
Ｒ
Ｉ　
Ｆ
Ｒ
Ｏ
Ｎ
Ｔ
の
取
組

【
北
海
道
ニ
セ
コ
町
】

合
同
会
社
Ｈ
ｉ
ｋ
ｏ
ｂ
ａ
ｙ
ｕ
／
自

伐
型
林
業
の
取
組

【
北
海
道
江
別
市
】

都
市
と
農
村
の
交
流
セ
ン
タ
ー
え
み

く
る
の
取
組

議
会
広
報
広
聴
委
員
会

７
月
23
日
・
24
日

【
栃
木
県
塩
谷
町
議
会
】

議
会
広
報
の
取
組
、
議
会
広
報
モ
ニ

タ
ー
の
取
組

【
埼
玉
県
寄
居
議
会
】

議
会
広
報
の
取
組
、
議
会
報
告
会
・

意
見
交
換
会
の
取
組

行
政
視
察
派
遣

行
政
視
察
派
遣
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編
集
後
記

「
市
民
に
わ
か
り
や
す
い
議
会
」「
議

会
を
よ
り
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
く
」

こ
と
を
目
指
し
、
広
報
広
聴
活
動
し
て

お
り
ま
す
。「
お
じ
ゃ
ま
し
ま
す
市
議

会
で
す
」
で
は
、
ナ
メ
コ
の
栽
培
に
力

を
入
れ
て
き
た
先
人
た
ち
の
歴
史
に
感

動
い
た
し
ま
し
た
。「
市
民
と
議
会
の

意
見
交
換
会
」
で
は
、貴
重
な
ご
意
見・

ご
要
望
を
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

今
後
も
み
な
さ
ま
の
声
を
反
映
で
き

る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

�

菊
地
と
も
子

9月定例会の予定9月定例会の予定
日 月 火 水 木 金 土

  2 3 4 5 6 7

 8 9 10 11 12 13 14 

 15 16 17 18 19 20 21 

 22 23 24 25 26 27 28

9
1／

敬老の日

秋分の日

本会議
（開会、会期決定、
提案理由説明等）

本会議
（一般質問）

本会議
（一般質問）

本会議
（一般質問）

本会議
（一般質問）

委員会
（各常任委員会
付託案件の審査）

本会議
（議案審議）

休会
（事務整理）

本会議
（委員長報告、
各案件決定、閉会）

休会
（議案調査）

休会
（事務整理）

　 　　

　

　

喜多方市議会公式facebookページを開設しています。 
https://www.facebook.com/kitakatashigikai/

背景の絵柄は「喜多方の染型（県有形民俗文化財指定）」“朝顔”です。

【提出期限】　　定例会開会日(招集日)の９日前まで
【提 出 先 】　　喜多方市議会事務局(市役所本庁舎４階)
【必要事項】　　請願には必ず１名以上の市議会議員の紹介が必要ですので市議

会議員にご相談ください。陳情の場合は市議会議員の紹介の必
要はありません。

　　　　　　　詳しくは議会事務局℡0241-24-5253まで

請願・陳情について

FMきたかた  議会中継　78.2MHz

　定例会の様子を録音放送しています。
　開会日の翌週、平日の午後2時～午後5時は、ラジ
オ放送をぜひお聞きください。

議会　インターネット中継

　開会中はライブ（生配信）を視聴できます。
　過去の配信映像も視聴できます。

議会広報広聴委員会


